
発行所  山梨県中小企業団体中央会
甲府市飯田２-２-１ 中小企業会館４階
TEL 055（237）3215㈹  FAX 055（237）3216
http://www.chuokai-yamanashi.or.jp
e-mail webmaster@chuokai-yamanashi.or.jp

山梨県中小企業団体中央会機関誌　平成19年度中小企業組合活性化情報

第三種郵便物認可　平成19年８月１日（水曜日）

紙面から

8月1日（水曜日）2007年  第607/185号（毎月1日発行）
定価100円昭和36年４月10日 第三種郵便物認可

７月の出来事
●時　事
  5日  中部横断自動車道、特例措置で県負担額
　　　30億円に減額
14日  7月では過去最大級の台風4号が上陸
16日  新潟県中越沖地震（震度6強）
29日  第21回参議院議員選挙

●山梨県中央会ニュース
  4日  労務改善団体連合会・通常総会
  5日  若年者地域連携事業セミナー
18日  事務連絡協議会・通常総会
19日  関東甲信越静ブロック会長会議
　　　（常盤ホテル）
24日  中央会正副会長会議

８月の予定
17日～18日  甲府大好きまつり
1日・3日・7日・9日　組合実務講習会

2面　施策情報/暑中見舞い

3面　景況情報/業界の声

4面　アクティブ組合

5面　ただいま研究中

6面　Hello!組合事務局/Study room

7面　労務改善団体連合会

  　　事務連絡協議会/情報BOX

8面　富士まで歩る講2007/情報BOX

来賓のあいさつを行う
市川全中専務理事

歓迎のあいさつを行う会長

委員会委嘱風景

　
６
月
20
日
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
総
合
政
策
、組
織
、金
融
、

税
制
、
労
働
、
商
業
、
工
業
及
び
環

境
の
８
委
員
会
の
委
員
委
嘱
を
内

藤
会
長
が
行
っ
た
。終
了
後
、総
合

政
策
委
員
会
を
除
く
７
委
員
会
は
、

中
小
企
業
会
館
と
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
の
会
議
室
に
そ
れ
ぞ
れ
分
か

れ
第
１
回
委
員
会
を
開
催
し
正
副

委
員
長
の
選
出
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
で
は
、

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
（
全

国
中
央
会
）
が
国
に
対
し
て
行
う

本
年
度
要
請
活
動
に
向
け
た
要
望

事
項
を
ま
と
め
る
、
10
月
25
日
東

京
の
国
技
館
で
開
催
さ
れ
る
第
59

回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
へ
の

本
県
提
出
議
案
（
全
国
大
会
提
出

議
案
）を
決
定
し
た
。

　
さ
ら
に
、６
月
26
日
に
は
、第
１

回
総
合
政
策
委
員
会
を
開
催
し
正

副
委
員
長
の
選
出
を
行
う
と
伴
に
、

７
委
員
会
で
決
定
し
た
本
県
の
全

国
大
会
提
出
議
案
の
報
告
を
受
け
、

総
合
政
策
委
員
会
の
本
県
全
国
大

会
提
出
議
案
を
決
定
し
た
。
山
梨

県
中
央
会
と
し
て
は
、
総
合
政
策

委
員
会
１
項
目
、
組
織
委
員
会
１

項
目
、金
融
委
員
会
２
項
目
、税
制

委
員
会
２
項
目
、
労
働
委
員
会
１

項
目
、商
業
委
員
会
２
項
目
、工
業

委
員
会
３
項
目
及
び
環
境
委
員
会

１
項
目
の
計
13
項
目
を
関
東
甲
信

越
静
ブ
ロ
ッ
ク
中
央
会
へ
提
出
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
各
委
員
会
で
選
出
さ
れ
た
正
副

委
員
長
は
次
の
と
お
り
。

■
総
合
政
策

■
総

委
員
会

　
委

員

長
　
小
泉
　
正
仁 

氏

　
副
委
員
長
　
勝
俣
　
明
美 

氏

　
副
委
員
長
　
中
村
　
昌
訓 

氏

■
組
織
委
員
会

■
組　

委

員

長
　
大
木
　
勝
志 

氏

　
副
委
員
長
　
井
上
聰
一
郎 

氏

　
副
委
員
長
　
大
木
　
　
政 

氏

■
金
融
委
員
会

■
金　

委

員

長
　
今
井
　
　
進 

氏

　
副
委
員
長
　
石
部
　
元
章 
氏

　
副
委
員
長
　
渡
辺
　
征
夫 
氏

■
税
制
委
員
会

■
税　

委

員

　
委

長
　
勝
俣
　
明
美 美 

氏

 

　
副
委
員
長
　
小
野
　
勝
正 

氏

　
副
委
員
長
　
高
野
　
芳
造 

氏

■
労
働
委
員
会

　
委

員

長
　
武
田
　
與
光 

氏

　
副
委
員
長
　
井
上
　
善
展 

氏

　
副
委
員
長
　
井
上
　
勝
次 

氏

■
商
業
委
員
会

　
委

員

長
　
松
葉
　
　
惇 

氏

　
副
委
員
長
　
飯
野
　
　
巧 巧 

氏

 

　
副
委
員
長
　
山
下
　
安
廣 廣 

氏

 

■
工
業
委
員
会

　
委

員

長
　
矢
澤
　
雄
兒 

氏

　
副
委
員
長
　
安
藤
　
晴
雄 

氏

　
副
委
員
長
　
小
田
切
常
雄 

氏

■
環
境
委
員
会

　
委

員

長
　
中
村
　
昌
訓 

氏

　
副
委
員
長
　
中
込
　
正
明 

氏

　
副
委
員
長
　
古
屋
　
　
昶 

氏

　
本
県
中
央
会
が
幹
事
と
な
り
、

19
日
甲
府
市
内
の
ホ
テ
ル
で
、
一

都
十
県
の
中
央
会
の
会
長
で
構
成

す
る
関
東
甲
信
越
静

ブ
ロ
ッ
ク
中
央
会
会

長
会
議（
関
ブ
ロ
会
長

会
議
）を
来
賓
の
全
国

中
央
会
と
都
県
の
会

長
等
26
名
の
出
席
者

を
得
て
開
催
し
た
。

　
関
ブ
ロ
会
長
会
議

で
は
、内
藤
会
長
が
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
、

議
長
と
な
り
第
59
回
中

小
企
業
団
体
全
国
大
会

提
出
議
案
と
し
て
、「
平

成
20
年
度
予
算
編
成
に

当
た
っ
て
は
、中
小
企
業

対
策
予
算
の
大
幅
な
増
額
」、

「
中
小
企
業
組
合
が
、
経

済
社
会
環
境
の
変
改
に

対
応
し
積
極
的
に
展
開

で
き
る
よ
う
、中
小
企
業

等
協
同
組
合
法
等
の
改

正
を
行
う
こ
と
」等
24
項

目
を
決
定
し
た
。
こ
の
う
ち
山
梨

県
中
央
会
の
要
望
は
、
11
項
目
に

反
映
さ
れ
た
。
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  「平成19年度中小企業者に関する国等の契約の方針」抜粋
　国は、官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律第4条第2項に

基づき、平成19年度における中小企業者に関する国等の契約の方針（以下「国等

の契約の方針」という。）を次のとおり定める。国等は、国等の契約の締結に当た

っては、予算の適正な使用に留意し、世界貿易機関政府調達協定及び政府調達に

関する我が国の各種行動計画との整合性を確保しつつ、中小企業者を取り巻く

厳しい情勢を踏まえ、中小企業基本法第３条に掲げる基本理念に則り、中小企業

の経営基盤の強化を図るため、国等の契約の方針に基づき、中小企業者の受注の

機会の増大のための措置を講ずるものとする。その運用に際しては、国等の調達

する物品等（工事及び役務を含む。以下同じ。）の受注を確保しようとする中小企

業者の自主的な努力を助長し、公正な競争が行われるよう配慮するものとする。

　なお、消費税及び地方消費税については、その適正な転嫁を受け入れるものと

する。また、国は、地方公共団体に対し、国等の契約の方針を参考として、地域の

実情に応じ必要な場合には中小企業者に関する契約の方針を策定する等中小企

業者の受注機会の増大のための措置を講じ、適切な運用が図られるよう要請する。

１中小企業者の受注機会の増大のための措置
（1）情報提供の促進
（2）中小企業官公需特定品目等の発注情報等の提供及び受注機会の増大
（3）官公需適格組合等の活用
　（ア）国等は、中小企業庁が証明した官公需適格組合を始めとする事業協同組

合等の受注機会の増大を図るものとする。

　　　また、官公需適格組合の競争契約参加資格審査に当たっては、総合点数の

算定方法に関する特例の一層の活用に努めるものとする。

　（イ）特に、官公需適格組合制度については、官公需適格組合の発注機関別受注

実績を公表するほか、各省各庁等は、中小企業庁と協力しつつ、発注機関

に対し、当該制度の一層の周知徹底に努めるものとする。また、国は、地方

公共団体に対する当該制度の一層の周知に努めるものとする。

（4）指名競争契約等における受注機会の増大
（5）中小企業者への説明の徹底
（6）銘柄指定の廃止
（7）分離・分割発注の推進
（8）計画的発注の推進及び労働時間短縮への配慮
（9）適正価格による発注
（10）地方支分部局等における地元中小企業者等の活用 
　国等は、地方支分部局等の契約の限度額について、適時見直しを行い所要の

引上げを図るとともに、地方支分部局等において消費される物品等については、

極力地方支分部局等における調達を促進するとともに、中小企業による地域

産業資源を活用した事業活動の促進に関する法律（平成19年法律第39号）第2

条第2項に規定する地域産業資源を活用した物件又は役務の調達を可能な限

り促進することにより、地元中小企業者等の受注機会の増大を図るものとする。

（11）中小建設業者に対する配慮
（12）技術力のある中小企業者に対する受注機会の増大
（13）新規開業者に対する受注機会の増大に向けての措置
（14）調達手続に関する簡素・合理化
（15）中小企業者の自主的努力の助長

　官公需に関するお問い合わせ　中央会連携支援課（1055-237-3215）まで

　
平
素
は
本
会
の
事
業
に
つ
い
て
、
ご
参
加
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
さ
て
、
景
気
の
回
復
・
拡
大
が
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
私
達
、
地
方
の
中
小
企
業
者
に
と
り

ま
し
て
は
、ま
だ
回
復
を
実
感
出
来
て
い
な
い
の
が
現
実
で
あ
り
ま
す
。

　
景
気
回
復
が
日
本
の
す
み
ず
み
に
ま
で
行
き
渡
り
、
活
力
あ
る
日
本
経
済
を
築
き
あ
げ
る
に

は
、
我
々
中
小
企
業
者
の
元
気
溢
れ
る
旺
盛
な
活
動
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　
暑
い
日
々
が
続
き
ま
す
が
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ご
健
康
に
留
意
の
う
え
、
流
し
た
汗
が
報
わ
れ
る

日
が
近
い
こ
と
を
信
じ
、
一
層
の
ご
奮
闘
を
ご
期
待
申
し
あ

げ
ま
す
。

　
　
　
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

会
長
　
内
　
藤
　
悦
　
次

　当会宮川睦武名誉会長他7団体は、7月3

日午後総理官邸において、安倍晋三内閣

総理大臣に対して富士山世界遺産・地域

活性化・適正な温泉資源の活用について

の要望を行った。当日は、安倍総理の代理

として塩崎泰久内閣官房長官が対応した。

要望書は、国連教育科学文化機関（ユネスコ）

の世界遺産委員会で、国内4カ所の世界遺

産登録資料が提示されているが、中でも

日本を象徴する秀麗な富士山は、山梨県

と静岡県の二県にわたる広大な規模を有

しており、将来的には自然遺産への再調

整を図り「文化、自然」の美しい複合遺産として、その登録を望むとしている。また、我が国、治水

事業における先人の知恵として、文化的・技術的価値を世界に発信する「富士川文化遺産」（信玄

堤・万力林・雁堤など）の実現に向けて所要の支援策を講ずるなど、地域資源の特色を活かした

具体策の推進について、5項目を強く要望した。

  要望団体

●富士山環境学術調査研究会 会長 大月短期大学名誉教授　田中 收
●森林・水治療法ネットワーク推進協会　医学博士 温泉療法医　中原英幸
●日本植物分類学会会員山梨植物研究会副会長 山梨学院大学教授　大久保栄治
●やまなしグリーン・ツーリズム研究所 理事長 都市農山漁村交流活性化機構 評議員　斉藤公夫
●日本地下水資源環境研究会 会長 山梨県地質調査事業（協）理事長　萩原利男
●健康増進ネットワーク推進協会　医学博士 認定温泉医　若林哲也
●地球環境科学研究会 会長 参議院協会 理事 元参議院議員　及川順郎
●山梨県中小企業団体中央会　名誉会長　宮川睦武

総理官邸において、塩崎官房長官へ要望書を渡す
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データから見た業界の動き（平成19年6月分）

収益状況
2006年6月

景況感
2006年6月

売上高
2006年6月

2007年6月 2007年6月2007年6月

減少
30%

不変
48%

増加
22% 悪化

30%

不変
62%

好転
8%

悪化
34%

不変
56%

好転
10%

減少
36%

不変
52%

増加
12%

悪化
36%

不変
56%

好転
8%

悪化
30%

不変
68%

好転
2%

山梨県中小企業団体中央会

情報連絡員報告（平成19年６月分）

　　�

山
梨
県
建
設
業
協
同
組
合

山
梨
県
建
設
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
常
務
理
事
　

　
　
　
　
　
　
　
　
常
務
理
事
　
今
村
今
村 

武
人
武
人 

氏

　�

山
梨
県
建
設
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
常
務
理
事
　
今
村 

武
人 

氏

   

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

　
石
油
業
界
の
調
べ
で
は
、６
月

の
ガ
ソ
リ
ン
小
売
価
格
は
原
油

価
格
が
上
昇
し
、為
替
レ
ー
ト
の

円
安
に
よ
り
４
月
９
日
以
降
上

昇
が
続
い
て
お
り
、全
国
平
均
１

３
８
・
９
円
値
上
げ
と
な
り
、
こ

れ
は
前
月
比
３
〜
４
円
の
元
売

り
の
値
上
げ
分
で
あ
る
。７
月
の

元
売
り
の
仕
切
価
格
で
は
、コ
ス

ト
ア
ッ
プ
分
は
２
円
程
度
で
は

あ
る
が
、６
月
値
上
げ
分
の
未
達

分
を
含
め
て
４
円
程
度
の
値
上

げ
と
な
り
、各
Ｓ
Ｓ
の
店
頭
価
格

は
１
４
０
円
台
に
な
る
と
予
想

さ
れ
る
。ま
た
軽
油
の
店
頭
価
格

も
、最
低
で
も
１
２
１
円
以
上
へ

の
是
正
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、補
足
調
査
と
し
て
行
わ

れ
た
、今
後
の
予
想
さ
れ
る
水
不

足
に
に
つ
い
て
は
、自
己
水
源
や

蓄
え
が
あ
る
な
ど
ほ
と
ん
ど
業

界
で
影
響
が
な
い
と
回
答
が
あ

っ
た
中
、運
輸
業
や
各
Ｓ
Ｓ
な
ど

の
で
は
洗
車
水
に
影
響
が
あ
る

と
一
部
回
答
が
あ
っ
た
。

  

 

業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品
製
造
業
／（
水
産
加
工

業
）婚
礼
用
食
材
が
好
調
。ま
た
、

中
国
と
の
競
合
に
よ
る
原
料

入
手
難
の
た
め
原
料
・
半
製
品

の
引
き
合
い
も
多
く
、前
年
同

期
比
売
上
は
１
０
７
％
。た
だ

し
、
ギ
フ
ト
の
出
足
が
悪
く
、

先
行
き
不
透
明
。

　（
洋
菓
子
製
造
業
）
５
月
の
２

桁
伸
長
の
反
動
か
ら
、前
年
同

月
比
98
％
。バ
イ
オ
燃
料
へ
の

流
入
に
よ
り
原
料
（
バ
タ
ー
、

小
麦
粉
、
砂
糖
、
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
等
）の
値
上
げ
要
請
が
き
て

お
り
、今
後
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ

が
避
け
ら
れ
な
い
。

●
繊
維
製
品
製
造
業
／
ウ
ー
ル

を
は
じ
め
と
す
る
原
料
の
高
騰
、

原
油
の
高
騰
に
よ
る
染
色
加

工
賃
や
整
理
加
工
賃
が
上
が

っ
て
い
る
た
め
、全
体
的
に
収

益
が
下
が
っ
て
い
る
模
様
。た

だ
し
都
心
大
手
百
貨
店
の
高

級
品
市
場
は
堅
調
な
た
め
、今

後
は
い
か
に
こ
の
市
場
ニ
ー

ズ
を
と
ら
え
た
商
品
開
発
が

出
来
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な

っ
て
く
る
。�

●
木
製
品
製
造
業
／
荷
動
き
は

前
月
と
同
程
度
で
推
移
し
て

い
る
。
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
と
も
価

格
は
横
ば
い
で
あ
る
。製
材
工

場
の
操
業
は
平
常
通
り
だ
が
、

受
注
見
通
し
は
梅
雨
入
り
前

で
や
や
弱
め
の
気
配
で
あ
る
。

大
工
・
工
務
店
へ
の
発
注
も
低

調
で
あ
る
。

●
鉱
業
／
６
月
の
景
況
に
つ
い

て
は
各
社
と
も
一
段
と
悪
化
。

売
上
高
も
低
下
し
て
お
り
、

経
営
不
振
は
さ
ら
に
続
く
気

配
。
問
題
点
と
し
て
は
、
特
採

料
金
の
見
直
し
の
一
点
で
あ

る
。

●
窯
業
・
土
石
製
品
製
造
業
／
今

年
度
に
入
り
、出
荷
量
は
大
幅

に
減
少
し
て
い
る
。や
は
り
公

共
投
資
の
縮
減
が
少
な
か
ら

ず
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

新
規
の
契
約
物
件
も
少
な
く
、

当
分
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続

く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

■
非
製
造
業

●
衣
料
品
卸
売
業
／
婦
人
服
の

製
造
で
は
、ア
パ
レ
ル
が
中
国

へ
出
し
て
い
た
仕
事
を
国
内

に
戻
す
傾
向
が
一
部
に
で
て

い
る
。
中
国
の
元
高
、
人
件
費

を
は
じ
め
と
し
た
経
費
の
上

昇
な
ど
が
影
響
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、国
内
の
状
況
は
相
変

わ
ら
ず
工
賃
安
、仕
事
薄
で
苦

戦
し
て
い
る
。繊
維
卸
は
益
々

地
場
の
路
面
店
が
少
な
く
な
り
、

小
売
店
も
必
要
買
い
の
み
で

売
上
が
の
び
な
い
状
況
。

●
飲
食
料
品
製
造
業
／
現
金
売

り
の
小
売
店
に
影
響
は
な
い
が
、

飲
食
店
関
係
、
ホ
テ
ル
、
旅
館

等
へ
の
納
品
業
者
は
支
払
サ

イ
ド
の
関
係
で
、資
金
繰
り
は

悪
化
し
、回
収
難
も
生
じ
て
き

て
い
る
。ま
た
価
格
に
よ
り
取

引
数
量
も
減
少
し
て
い
る
。

●
電
気
製
品
小
売
業
／
県
内
の

市
況
は
多
少
、前
年
割
れ
が
続

い
て
い
る
。地
デ
ジ
放
送
の
エ

リ
ア
拡
大
に
伴
い
、デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
の
台
数
は
順
調
に
推

移
し
て
い
る
。し
か
し
単
価
ダ

ウ
ン
の
影
響
か
、消
費
者
の
買

い
控
え
も
あ
り
、金
額
面
で
前

年
ク
リ
ア
が
出
来
な
い
状
況
。

ま
た
、６
月
下
旬
よ
り
エ
ア
コ

ン
の
荷
動
き
が
活
発
に
な
っ

て
き
た
。７
月
上
旬
に
各
メ
ー

カ
ー
が
実
施
す
る
夏
の
合
同

展
示
会
で
、ボ
ー
ナ
ス
需
要
に

期
待
し
た
い
。

●
宿
泊
業
／
県
外
資
本
の
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

今
後
も
新
規
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
が
相
次
い
で
オ
ー
プ
ン

す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
、益
々

の
価
格
競
争
が
進
む
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。

●
建
設
業
／
建
設
業
は
、県
内
に

お
い
て
５
・
６
月
は
見
積
の
引

き
合
い
が
無
く
、先
行
き
不
透

明
感
が
あ
る
。
ま
た
、
今
年
度

は
特
に
受
注
案
件
が
少
な
く
、

先
行
き
を
懸
念
し
て
い
る
。

●
道
路
貨
物
運
送
業
／
前
月
同
様
、

好
転
の
兆
し
は
見
え
な
い
。燃

料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
収
益

の
悪
化
な
ど
、賃
金
も
あ
る
程

度
下
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
り
、若
手
乗
務
員
の
確
保
が

難
し
く
な
っ
て
き
た
。

　製造業における売上高のDI値は－25（（前
月比－30）と今回大幅に悪化した。収益益状
況－20（前月比＋5）、景況感－25（前
月比＋5）と改善傾向ではあるものの、
昨年同時期と比較すると大幅に悪化し、
全ての項目で落差が見て取れる。 
　非製造業における売上高のDI値は
－23（前月比＋10）、景況感－30（前
月比＋7）とやや改善されたものの、収
益状況－33（前月比－3）と悪化した。 
　全体的にみると、毎年6月はボーナス商戦などにより大幅なアッ
プが見込まれるが、期待されたほどのアップは見られなかった。 
　また梅雨のこの時期、天候・気温に左右される業界では、天候不
順による商品の発注が遅れるなど、原油価格高騰とともに影響を
受ける結果となった。

業
界
の
現
況
は
？

　
公
共
事
業
の
減
少
が
続
き
、
業
者
間
の
入
札
競
争
で
適
正

な
受
注
価
格
を
割
り
込
む
よ
う
な
状
態
が
続
き
、
建
設
業
者

の
倒
産
件
数
が
増
え
、依
然
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
公
共
事
業
費
に
関
し
て
は
、全
盛
期
だ
っ
た
平
成
８
年
に
比
べ

50
%
以
上
減
少
し
て
い
ま
す
。受
注
価
格
の
割
り
込
み
に
つ
い
て

は
、低
価
格
入
札
が
常
態
化
し
た
た
め
に
価
格
だ
け
が
重
視
さ
れ

る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、受
注
し
た
企
業
も
十
分

な
利
益
が
確
保
で
き
ず
、結
果
的
に
よ
り
厳
し
い
経
営
状
況
に
な

っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
各
種
の
資
材
価
格
や
労
務
単
価
も
下
が
っ

て
い
る
た
め
、公
共
事
業
の
設
計
単
価
が
下
が
る
こ
と
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
最
近
の
倒
産
は
、
倒
産
件
数
が
増
え
て
い
る
だ
け
で
な

く
、前
兆
の
な
い
倒
産
が
増
え
、負
債
規
模
も
大
き
く
な
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
負
債
を
抱
え
る
業
者
も
増
え
て
い
ま
す

が
、財
務
内
容
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
て
い
る
企
業
の
倒
産
は
少

な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
の
展
開
は
？

　
国
や
地
方
公
共
団
体
の
財
政
事
情
か
ら
公
共
事
業
予
算
は

毎
年
削
減
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
我
が
国
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
充
実
の
た
め
に
は
公
共
事
業
は
必
要
な
も
の
で
あ
り
、

平
成
21
年
度
を
目
途
に
下
げ
止
ま
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
ま
で
は
今
ま
で
以
上
に
組
合
員
の
方
々
へ
「
下
請
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
債
務
保
証
」等
金
融
事
業
、生
コ
ン
等
の
共

同
購
入
事
業
、
資
材
の
共
同
購
買
事
業
を
通
じ
た
支
援
を
全

力
で
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
国
で
発
注
を
し

て
い
る
県
内
公
共
事
業

に
関
し
て
は
県
内
企
業

を
使
っ
て
頂
け
る
よ
う
、

県
に
働
き
か
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
建
設
業
界
全

体
と
し
て
、
異
業
種
へ

の
進
出
や
多
角
化
な
ど
、

建
設
業
者
の
新
し
い
形

を
模
索
し
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

事務所を置く山梨県建設業会館西別館



中小企業タイムズ（4）第三種郵便物認可　平成19年８月１日（水曜日）

中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

西嶋和紙工業協同組合

山梨県砂利組合連合会

山梨県測量設計業協同組合

　
県
内
の
山
梨
県
砂
利

協
同
組
合
、
身
延
砂
利
協

同
組
合
、
早
川
砂
利
協
同

組
合
及
び
富
士
川
中
流

砂
利
協
同
組
合
の
４
砂

利
協
同
組
合
で
組
織
し

て
い
る
、
山
梨
県
砂
利
組

合
連
合
会
（
井
上
聰
一
郎

会
長
）は
、6
月
30
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
よ
り
連

合
会
構
成
組
合
の
砂
利

採
取
業
者
ら
約
80
名
が

参
加
し
、
同
連
合
会
が
事

務
所
を
構
え
る
甲
府
市

内
の
農
業
共
済
会
館
研

修
室
で
労
働
災
害
防
止
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　
研
修
会
に
先
立
ち
、井
上
会
長
は
、あ
い
さ
つ
の
中
で
日
本
砂
利
協
会

の
平
成
19
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の「
死
亡
災
害
の
絶
滅
、重
・
軽
傷
災
害

の
半
減
及
び
労
働
保
険
料
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
完
納
」を
説
明
し
な
が

ら
、労
働
災
害
の
撲
滅
を
訴
え
た
。

　
同
研
修
会
で
は
、山
梨
労
働
局
の
安
全
衛
生
課
の
村
田
修
一
安
全
衛

生
専
門
官
が
講
師
と
な
り
、県
内
の
労
働
災
害
の
現
状
、土
石
採
取
業
及

び
そ
の
他
の
窯
業
・
土
石
製
品
製
造
業
に
お
け
る
労
働
災
害
の
現
状
や
、

こ
れ
ら
の
労
働
災
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　
講
師
の
村
田
安
全
衛
生
専
門
官
は
、パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
利
用
し
、砂

利
プ
ラ
ン
ト
の
写
真
や
砂
利
採
取
業
界
の
災
害
の
原
因
を
わ
か
り
や

す
く
ま
と
め
た
文
書
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
映
し
出
し
な
が
ら
講
演

を
行
っ
た
。

　
同
研
修
会
は
、
以
前
は
日
本
砂
利

協
会
の
関
東
支
部
の
各
県
で
持
ち
回

り
で
行
い
参
加
し
て
い
た
が
、
県
内

砂
利
採
取
事
業
者
の
労
働
災
害
に
非

常
に
関
心
が
強
く
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
、
数
年
前
よ
り
多
く
の

砂
利
採
取
業
者
や
そ
の
従
業
員
が
参

加
で
き
毎
年
開
催
で
き
る
よ
う
、
山

梨
県
単
独
で
研
修
会
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
結
果
、砂
利
採
取
業
界
で
は
、こ
こ

数
年
死
亡
事
故
に
つ
な
が
る
労
働
災

害
が
、激
減
し
て
お
り
、関
係
者
か
ら

は
、
労
働
災
害
防
止
研
修
会
の
成
果

が
出
て
い
る
と
喜
ば
れ
て
い
る
。

あいさつを行う井上会長

講演する村田安全衛生専門官

　
７
月
20
日
、
甲
府
市
内
に
お
い

て
、
山
梨
県
測
量
設
計
業
協
同
組

合（
中
村
啓
理
事
長
）は
第
６
回
通

常
総
会
を
開
催
し
た
。

　
会
の
冒
頭
、中
村
理
事
長
は
、「
我
々

は
規
模
も
小
さ
く
、
大
手
の
企
業

に
比
べ
れ
ば
技
術
力
も
低
く
見
ら

れ
、不
利
な
立
場
で
あ
る
。し
か
し
、

こ
の
様
に
同
業
者
が
結
集
し
、
物

的
に
も
人
的
に
も
資
源
を
共
有
し
、

相
互
扶
助
の
精
神
に
基
づ
き
、
組

合
員
の
た
め
の
事
業
を
推
進
し
、

社
会
的
な
地
位
の
向
上
と
経
営
基

盤
の
安
定
を
図
る
た
め
の
努
力
を

重
ね
て
い
く
」と
力
強
く
挨
拶
。

　
本
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、近
年
公
共
事
業
投
資
が
削
減
さ
れ
る
中
、

組
合
員
の
経
営
安
定
化
を
図
る
た
め
に
、各
発
注
機
関
に
対
し
て
共
同

受
注
事
業
の
有
効
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
積
極
的
に
営
業
活
動
を
行
う
こ

と
を
決
議
、昨
年
度
作
成
し
た
組
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
い
、組
合
員
、

組
合
及
び
官
公
需
適
格
組
合
と
し
の
活
動
を
広
く
普
及
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
組
合
員
の
技
術
・
経
営
水
準
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
例
年
続

け
ら
れ
て
い
る
経
営
管
理
及
び
技
術
講
習
会
も
実
施
す
る
。

　
今
回
の
通
常
総
会
で
は
一
部
の
役
員
交
代
が
あ
り
、永
年
事
務
局
と

し
て
、
ま
た
専
従
役
員
と
し
て
活
躍
し
た
渡
邊
重
光
氏
が
退
職
、
新
た

に
二
木
弘
峻（
ふ
た
つ
ぎ
ひ
ろ
み
ち
）氏
が
選
任
さ
れ
た
。

　
山
梨
県
測
量
設
計
業
協
同
組
合
は
平
成
13
年
６
月
、県
内
の
測
量
設

計
業
を
行
う
54
社
に
よ
り
設
立
、組
合
員
の
行
う
測
量
関
係
事
業
の
調

整
機
能
を
担
い
つ
つ
実
績
を
重
ね
、平
成
17
年
度
に
は
、山
梨
県
土
木
部

発
注
の
自
動
車
起
終
点
調
査
業
務
を
直
接
受
注
す
る
な
ど
活
発
な
活

動
を
行
っ
て
お
り
、組
合
員
の

行
う
各
種
調
査
・
測
量
結
果
の

最
終
検
査
を
行
う
検
査
事
業

な
ど
発
注
機
関
か
ら
の
信
頼

も
厚
い
。

　
ま
た
、平
成
16
年
12
月
に
は
、

関
東
経
済
産
業
局
長
が
官
公

需
受
注
を
行
う
に
ふ
さ
わ
し

い
体
制
・
財
政
を
兼
ね
備
え
た

組
織
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
「
官
公
需
適
格
組
合
証
明
」

を
取
得
。

　
他
県
同
業
種
組
織
か
ら
も

注
目
を
集
め
て
い
る
。

熱心な討議が行われた

議案の補足説明を行う中村理事長（写真中央）

和紙作りの技術体験

　
４
３
０
年
の
歴
史
あ
る

和
紙
の
産
地
、
西
嶋
。
西
嶋

和
紙
工
業
協
同
組
合（
笠
井

伸
二
理
事
長
）
は
、
和
紙
作

り
の
伝
統
技
術
を
伝
承
し

て
も
ら
う
た
め
に
、職
人
募

集
の
事
業
を
開
始
し
た
。

　
西
島
和
紙
は
、戦
国
時
代

に
伊
豆
の
修
善
寺
か
ら
ミ

ツ
マ
タ
を
原
料
と
し
た
製

法
が
伝
え
ら
れ
、始
ま
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
。徳
川
時
代

ま
で
は
、西
嶋
を
中
心
と
す

る
峡
南
地
方
全
域
に
お
い

て
盛
ん
に
製
紙
が
行
わ
れ
た
が
、明
治
以
後
は
各
地
域
で
除
々
に
少
な

く
な
り
、現
在
で
は
西
嶋
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
、ピ
ー
ク
時
に
35
社
あ
っ
た
業
者
数
も
、現
在
は

手
漉
き
業
者
８
社
、
機
械
漉
き
業
者
２
社
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
手
漉
き
和
紙
技
術
者
の
高
齢
化
、
若
手
の
職
人
や
紙
干
し
職
人

の
不
足
の
た
め
に
、西
嶋
和
紙
独
特
の
手
漉
き
手
法
や
乾
燥
法
な
ど
の

技
術
や
製
法
が
途
絶
え
て
し
ま
う
危
機
に
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
西
嶋
和
紙
を
知
っ
て
も
ら
い
、
技
術
を
体
験
し
て
も
ら
う

た
め
の
教
室
を
７
月
８
日
、11
日
の
両
日
開
催
し
た
。こ
の
日
、西
嶋
で

和
紙
職
人
と
し
て
働
き
た
い
人
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、24
歳
の
若
者
か

ら
定
年
退
職
者
ま
で
、
男
女
28
人
が
集
ま
り
、
紙
作
り
作
業
を
体
験
し

た
。
　
組
合
で
は
、
第
２
回
目
の
体
験
教
室
を
８
月
に
も
開
催
し
た
後
、
参

加
者
の
中
か
ら
職
人
と
し
て
有
望
な
人
材
を
選
考
し
、６
ヶ
月
間
集
中

的
に
技
術
指
導
を
行
い
、来
年
２
月
に
は
何
名
か
を
採
用
し
た
い
意
向

で
あ
る
。

　
西
嶋
和
紙
は
、
墨
の
発
色
、

に
じ
み
の
広
が
り
、
筆
ざ
わ

り
に
特
徴
が
あ
る
と
さ
れ
、

伝
統
の
技
術
を
伝
承
し
な
が

ら
、
原
料
の
開
発
や
配
合
の

改
良
、
製
法
の
開
発
を
行
っ

て
き
た
。
組
合
で
は
、
こ
の
事

業
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
受

け
継
い
で
き
た
西
嶋
和
紙
を
、

な
ん
と
し
て
も
次
代
に
引
き

継
ぐ
と
と
も
に
、
地
域
産
業

と
し
て
そ
の
振
興
を
図
り
た

い
と
し
て
い
る
。

伝統職人募集に集まった参加者
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　このコーナーは、「地元大学と中小企業の橋渡しのきっかけ」にと、山梨大学の先生と研究を紹介するために企画されたものです。
　紹介にあたっては、中央会の職員が大学の研究室におじゃまし、できるだけ分かり易い言葉で記事を書くようにしています。そのため、研究内容が正確に伝
わらない場合がありますが、ご容赦下さい。

植物成分の健康長寿に果たす役割を解き明かす
～抗酸化物質の解析による健康長寿の増進を～

●「抗酸化物質」をはじめとする、天然の活性物質の抽出・構造決定などに関するご質問がありましたら、
　山梨大学･知的財産本部（TEL：055-220-8755，FAX：055-220-8757）までお気軽にご連絡下さい。

廣瀬�裕子��先生
（教育人間科学部理科教育講座　教授） 

キノア種子の抽出液

■今話題の活性酸素に関係した研究をされているそう　
ですが？
　生物は呼吸によって取り込んだ酸素により栄養素をエ

ネルギーに変えています。酸素(O2)は体内で変化しながら

栄養素を分解し、最終的には水と二酸化炭素を老廃物と

して体外に排出しています。その変化の過程で生まれる“過

酸化水素（H2O2）や�“水酸化ラジカル（・OH）”などの非常に
不安定で強い酸化力を持つものを「活性酸素」と呼んでい
ます。また、活性酸素と同様に他のものを酸化しやすいも

のを「活性酸素種」と呼んでおり、生物にとって有害な物質
としてマスコミなどでも話題になっています。

　活性酸素は免疫機能などの生命活動にとって重要な役

割を持っていますが、反面、動脈硬化、癌、糖尿病、アルツハ

イマー型認知症、肝炎、腎炎、アレルギーなどをはじめとす

る約９割の病気の発生原因の一つとして関わっているこ

とが近年明らかにされています。

■病気の原因となる活性酸素を削減できれば健康長寿に
　つながりますね
　一説によると、人間の寿命は120歳くらいとされていま

すが、実際の寿命がこれを下回っているのは、様々な活性

酸素が細胞の機能障害等を引き起こすためとも言われて

います。

　生物は活性酸素の害から身を守る手段を各種備えてい

ます。活性酸素の働きを抑える「抗酸化物質」もその一つで
体内に多数持っていますが、加齢とともに生産量が低下

するので、食事から採ることが望まれます。食物に含まれ

る代表的な抗酸化物質として、ビタミンCやビタミンＥ、

カテキンやアントシアニンなどのポリフェノール類が知

られています。赤ワインのポリフェノールが心疾患の予

防効果があるという話（フレンチパラドックス）は有名です。

　しかし、抗酸化物質をたくさん取れば健康になれると

いう訳ではありません。例えば、健康によいとされるカテ

キン飲料を空腹時に飲むと胃壁にダメージを与えてしま

う可能性があるし、肺ガン予防効果があるといわれるβ

－カロチンを肺ガンのリスクが高い喫煙者に投与し続け

る実験を大規模に実施したところ、逆に肺ガンの発症率

が上ったという報告もあります。抗酸化物質に限ったこ

とではありませんが、素人判断でサプリメントをたくさ

ん取ることはあまりおすすめできません。

　健康によいとされる抗酸化物質ですが、現在、それぞれ

の物質の働きを解明する研究が緒に就いたところで、詳

しいことはまだ分かっていません。何かひとつのサプリ

メントや食品で健康を手に入れようとするのではなく、様々

な食品をバランス良く取ることが健康につながると考え

ていただいた方が良いかもしれません。

■現在取り組んでいる研究課題はなんですか？
　山梨県との共同研究で、南米のアンデス高地原産の“キ

ノア”という擬穀類の種子に含まれるポリフェノールの

抽出と構造解析に取り組んでいます。

　キノアを実験動物に投与したところ、血圧上昇を

抑えコレステロールの増加を抑制する効果があっ

たとの報告があります。また、アミノ酸が豊富なこ

とから栄養価が高くアメリカの学会などでも注目

すべき食品素材として取り上げられています。

　キノアのポリフェノールから抗酸化活性の高い

物質を特定し、その効果を明らかにすることができ

れば、健康食品や機能性食品などの材料として付加

価値の高い食品素材として取り引きされる可能性

もあり、山梨県にとっても非常におもしろい農作物

になるのではないかと期待しています。

■健康維持に果たす食物の役割は非常に大きいですね
　最近、生活習慣病の増加や高齢化の進行にともなって、

健康の維持・増進のために食生活の見直しが推奨されて

おり、それぞれの食品素材の働きや効果が注目されてき

ています。

　これまで知られている抗酸化物質のほとんどは植物か

ら抽出されています。植物は、動物のように気候や環境に

合わせて移動することができないため、生育地点の過酷

な環境に適応して生きていくために様々な抗酸化物質を

体内で創り出すことができるようになったと考えられて

います。植物に含まれる抗酸化物質などの有効物質は、そ

の種類や生息地などによって少しずつ異なっていて、そ

の数は計りしれません。

　さまざま植物から活性酸素の働きを抑制する抗酸化物

質を抽出して、その効果とメカニズムを明らかにすると

いう研究を積み重ねていくことで、植物成分の健康長寿

に果たす役割の秘密が少しずつ解き明かされていくと考

えています。

キノアの種子

　
山
梨
県
宝
石
研
磨
工
業
協
同
組
合
（
小
田
切
富
男

理
事
長
）は
、７
月
３
日
・
４
日
の
両
日
、中
巨
摩
郡
昭

和
町
の
ア
ピ
オ
に
お
い
て
、
第
51
回
ジ
ェ
ム
ス
ト
ー

ン
フ
ェ
ア�

in�

Ｋ
Ｏ
Ｆ
Ｕ
を
開
催
し
た
。

　
こ
の
フ
ェ
ア
は
、
宝
飾
品
の
素
材
と
な
る
宝
石
や

貴
石
な
ど
の
見
本
市
で
、
組
合
員
や
協
賛
企
業
34
社

が
出
展
し
た
。

　
今
回
は
、秋
冬
物
の
商
品
提
案
に
向
け
て
、そ
れ
ぞ

れ
の
企
業
が
特
徴
を
生
か
し
た
新
作
に
力
を
入
れ
た

展
示
が
行
わ
れ
た
。ま
た
、こ
の
と
こ
ろ
の
景
気
回
復

感
か
ら
か
、県
外
の
メ
ー
カ
ー
や
小
売
業
者
な
ど
、新

規
の
来
場
者
が
目
立
っ
て
増
え
た
と
の
こ
と
で
、
前

回
の
フ
ェ
ア
ま
で
低
下
傾
向
に
あ
っ
た
売
上
高
も
下

げ
止
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
山
梨
の
研
磨
技
術
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統

技
術
に
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
創
意
工
夫
を
積
み
重
ね
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
全
国
の
宝
飾
品
の
３
分
の
１

を
生
産
す
る
産
地
の
中
で
、
そ
の
宝
飾
品
に
使
わ
れ

る
宝
石
や
貴
石
を
こ
の
宝
石
研
磨
業
界
が
担
っ
て
い

る
。ジ
ェ
ム
ス
ト
ー
ン
フ
ェ
ア
は
、研
磨
組
合
の
組
合

員
の
販
売
促
進
を
目
的
に
、
昭
和
55
年
９
月
の
組
合

創
立
と
と
も
に
、

第
１
回
研
磨

新
作
見
本
市

を
開
催
し
た
。

以
来
、
素
材

提
供
者
の
見

本
市
と
し
て

定
着
し
現
在

に
至
っ
て
お
り
、

県
内
外
か
ら

ジ
ュ
エ
リ
ー

メ
ー
カ
ー
や

デ
ザ
イ
ナ
ー

な
ど
、
多
く

の
業
界
関
係

者
を
集
め
て

い
る
。

県外業者の来場も増えてにぎわう会場
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組組合事務務務局

● 流事業協山梨物流 協同組合●

設立／昭和9年1月20日
所在地／山梨県山梨市一町田中183
理事長／古屋光二　
組合員数／10人　職員数／2人
出資金／46,000千円
TEL／0553-22-7114　
FAX／0553-22-3109

　
　
組
合
の
活
動
は
？

　
貨
物
運
送
取
扱
事
業
を
中
心
に
共
同
配
送
並
び
に
共

同
保
管
の
た
め
の
倉
庫
管
理
や
事
業
用
車
両
に
供
給
す

る
自
家
用
給
油
所
の
設
置
、
金
融
事
業
、
損
害
保
険
代
理

業
務
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
組
合
員
同
士
の
交
流

の
機
会
と
し
て
の
親
睦
旅
行
や
毎
月
、
定
例
理
事
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
　
事
務
局
で
は
ど
ん
な
仕
事
を

　
　
し
て
い
ま
す
か
？

　
倉
庫
の
管
理
や
自
賠
責
の
発
行
、
共
同
販
売
に
係
る

事
務
処
理
及
び
燃
料
、
タ
イ
ヤ
、
オ
イ
ル
、
ラ
ッ
プ
等
の

商
品
の
受
注
、
販
売
や
一
般
貨
物
の
車
両
配
車
な
ど
が

あ
り
、
一
般
貨
物
で
は
、
軽
油
高
騰
な
ど
で
コ
ス
ト
が
か

さ
む
中
、
組
合
員
か
ら
の
要
望
で
、
運
賃
に
見
合
っ
た
仕

事
の
配
車
に
気
配
り
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
の
4

月
か
ら
組
合
の
業
務
内
容
な
ど
を
載
せ
た
組
合
員
向
け

の
冊
子「
組
合
だ
よ
り
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
　
事
務
局
と
し
て
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

　
無
駄
な
燃
料
消
費
を
抑
え
、
少
し
で
も
経
費
を
削
減

さ
せ
る
た
め
、
運
転
す
る
際
は
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

プ
や
経
済
的
な
速
度
で
の
走
行
な
ど
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を

す
る
よ
う
組
合
員
に
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
受
注

や
販
売
は
、
笑
顔
で
相
手
に
応
対
し
、
安
く
て
安
全
な
商

品
を
迅
速
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
　
事
務
局
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
？

　
原
油
高
騰
に
よ
る
軽
油
価
格
の
上
昇
が
運
賃
に
転
嫁

で
き
な
い
た
め
収
益
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま

た
、
環
境
・
安
全
規
制
に
係
る
装
置
購
入
の
コ
ス
ト
が
発

生
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
厳
し
い
運
営
が
続
く
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
　
趣
味
は
？

（
平
山
）
‥
登
山
が
趣
味
で
す
。
最
近
は
忙
し
く
登
る
機

会
は
減
り
ま
し
た
が
、
近
い
う
ち
に
鳳
凰
三
山
を
縦
走

し
た
い
で
す
。

（
折
橋
）
‥
月
2
回
程
度
、
山
菜
採
り
を
し
て
い
ま
す
。
早

朝
の
山
中
は
空
気
が
澄
み
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
効
果
も
あ

り
ま
す
。

　
　
最
後
に
ひ
と
こ
と

　
燃
料
の
高
騰
や
運
賃
低
下
、
軽
油
引
取
暫
定
税
率
の

７
円
80
銭
の
撤
廃
な
ど
、
喫
緊
の
課
題
が
山
積
し
て
い

ま
す
が
、
環
境
問
題
に
も
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
地
球
温
暖
化
が
深
刻
な
問
題
と
な
る
中
、
運
送
業

界
が
環
境
保
全
と
い
う
大
き
な
使
命
を
果
た
す
に
は
、

組
合
員
一
人
ひ
と
り
の
環
境
に
配
慮
し
た
運
転
に
加
え
、

C
O
２

の
削
減
効
率
か
ら
バ
イ
オ
燃
料
も
視
野
に
入
れ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

原油価格高騰により軽油の価格が上昇しているが、
山梨物流事業協同組合では自家用給油所を設置し、
組合員の要望に応えるため

。他の給油所より安い価格で提供するよう努力を重ねている。
今回は、事務局のお二人にお話を伺いました。

事務局 山三津枝：平山局： さん枝
　　　  　 橋義雄折橋 折 さん

減価償却の制度について、
その概要を教えて下さい。

●減価償却制度の概要について
　建物、車両などの有形固定資産、特許権、
実用新案権などの無形固定資産は、使用及
　び時の経過によって、その価値が下がる
のが普通です。

　この価値の減少分を見積り、決算時において、固定
資産の帳簿価格から差し引いて、　損費に計上してい
く方法を、減価償却といい、価値減少分を減価償却費
といいます。

●範囲及び要件等について
　減価償却についての適用要件をまとめると、右記の
とおりです。

〈留意点について〉
★減価償却費を計上するか否かは、その法人の任意です。つまり、法人が計上した減価償却費のうち、償却限
度額までの損金算入額を認めるというものです。

★損金算入の要件は、確定した決算において損金経理が必要とされいます。したがって、申告書において減算
はできませんので留意して下さい。

★損金経理により減価償却費として計上した金額が償却限度額を超える場合は、「減価償却限度額」に相当す
る金額について、申告調整（加算）が必要となります。

減価償却資産の範囲は政令で定められていますが、事業の用に供
していないもの、時の経過により価値の減少しないものは、減価償
却資産となりません。

●償却費として損金経理した金額（「損金経理額」という）と、償却
限度額のいずれか少ない金額を損金の額に算入します。
●前期以前の償却超過額は、当期の償却不足額の範囲内で損金と
します。
●償却費として損金経理した金額や償却限度などを記載した明細
書を確定申告書に添付しなければなりません。

償却できる方法は、資産の種類に応じて限定されていますが、税務
署長承認によって特別な償却方法も認められます。

取得価格は、償却限度額計算の基礎とするべきものとして規定さ
れています。

●耐用年数、残存価格、償却可能限度額は法定されており、法人の
見積もりは許されません。
●耐用年数の短縮制度、中古資産の場合の一定ルールによる見積
り制度があります。

一定の資産をまとめて（グルーピング）償却限度額を計算します。

資本的支出は価値増加分、使用可能期間の延長分のことです。
修繕費との判定が実務上問題になります。

①減価償却資産
　の範囲

②損金算入額

③償却方法

④取得価格

⑤耐用年数等

⑥償却限度額

⑦資本的支出
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中退共制度は中小企業で働く従業員のための
外部積立型の国の退職金制度です

適格退職年金制度からの移行先です

掛金の一部を国が助成します

掛金は全額非課税です

管理が簡単です

掛金以外の経費がかかりません

詳しくはホームページをご覧ください

　http://chutaikyo.taisyokukin.go.jp

お問い合わせ先

独立行政法人 勤労者退職金共済機構

中小企業退職金共済事業本部
〒105-8077　東京都港区芝公園1-7-6
TEL（03）3436-0151（代表）　FAX（03）3436-0400

　工業技術センターでは、商品開発に必要なデザイン、マーケティン
グについての知識を段階別に3つのコースで学ぶ「やまなしモノづく
りデザイン塾」を開講します。
　商品企画、製品設計・開発担当の方、経宮者の方が対象です。ぜひご
参加ください。
●デザイン・商品開発基礎力強化コース 
　【8/2～9/6（全10回）】　受講無料
●独創コンセプト力強化コース 
　【9/12～11/8（全10回）】　受講料：2,000円
●製品化・マーケティング力強化コース 
　【11/27～2/21（全10回）】　受講料：3,000円
  お問い合わせ・お申込み先
　山梨県工業技術センター　デザイン技術部　（担当：串田、秋本）
　　　　　　TEL：055-243-6111　FAX：055-243-6102
　　　　　　〒400-0023甲府市大津町2094
　●スケジュールなどの詳細はホームページでご覧いただけます。
　　　　　　http://www.yito.go.jp/

就
業
規
則
整
備
支
援
の
相
談
事
業
な
ど
事
業
計
画
を
決
議

　
山
梨
県
中
小
企
業
組
合
等
事
務

連
絡
協
議
会（
菅
原
五
男
会
長
）は
、

７
月
18
日
に
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
内
藤
悦

次
中
央
会
長
か
ら
、組
合
等
連
携
組

織
の
発
展
拡
大
に
は
当
事
務
連
絡

協
議
会
の
積
極
的
な
活
動
が
不
可

欠
で
あ
る
旨
の
、激
励
と
お
願
い
の

挨
拶
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
議
案
審
議
の
18
年
度
事
業
報
告

で
は
、加
入
資
格
の
拡
大
を
行
い
会

員
の
増
加
を
図
っ
た
と
こ
ろ
、28
名

の
入
会
者
が
あ
り
、今
後
の
充
実
し

た
事
業
展
開
が
期
待
で
き
る
旨
の

報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
続
い
て
の
19
年
度
事
業
計
画
で

は
会
員
の
資
質
向
上
を
図
る
た
め

の
講
習
会
・
研
修
会
を
要
望
を
取
り

入
れ
な
が
ら
開
催
し
て
い
く
こ
と
、

会
員
間
の
情
報
交
換
と
親
睦
を
深

め
協
議
会
活
動
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
新
年
互

礼
会
を
実
施
す
る
こ
と
等
が
決
定

さ
れ
た
。

　
ま
た
、執
行
部
機
能
を
強
化
す
る

た
め
の
副
会
長
の
定
数
増
や
監
事

の
理
事
会
へ
の
出
席
な
ど
の
規
約

変
更
も
決
議
さ
れ
た
。

　
７
月
４
日（
木
）、山
梨
県
中
小
企

業
労
務
改
善
団
体
連
合
会（
大
宮
山

磐
会
長
）
は
、
中
小
企
業
団
体
中
央

会
研
修
室
に
お
い
て
、平
成
19
年
度

通
常
総
会
を
行
い
、講
習
会
や
11
月

に
開
催
す
る「
活
力
あ
る
職
場
づ
く

り
推
進
運
動
山
梨
県
大
会
」の
開
催
、

連
合
会
財
政
基
盤
強
化
の
た
め
の

共
済
業
務
提
携
事
業
及
び
リ
サ
イ

ク
ル
ト
ナ
ー
活
用
推
進
事
業
の
実

施
な
ど
に
つ
い
て
決
議
し
た
。

　
ま
た
、今
年
も
山
梨
県
か
ら
の
委

託
を
受
け「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支

援
事
業
」を
連
合
会
の
中
心
事
業
と

し
て
引
き
続
き
実
施
す
る
こ
と
と

な
り
、
就
業
規
則
の
整
備
、
労
務
相

談
を
中
心
に
、講
習
会
の
開
催
と
専

門
家
の
派
遣
に
よ
る
個
別
相
談
を

行
う
こ
と
か
ら
、会
員
事
業
所
へ
の

積
極
的
な
活
用
を
呼
び
掛
け
た
。

　
総
会
終
了
後
に
は
、社
会
保
険
労

務
士
の
雨
宮
隆
浩
氏
を
講
師
に
招
き
、

「
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
労
務
管
理
」

〜
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
の
ポ

イ
ン
ト
〜
を
テ
ー
マ
に
、労
働
セ
ミ

ナ
ー（
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
事

業
講
習
会
）
を
開
催
し
、
労
務
管
理

に
お
け
る
留
意
点
や
就
業
規
則
を

作
成
す
る
際
の
注
意
点
な
ど
に
つ

い
て
資
料
を
参
考
に
説
明
が
行
わ

れ
た
。

事務連絡協議会の通常総会

あいさつを述べる
菅原会長

就業規則について
説明する雨宮社労士

熱心に聞き入る参加者

小企業者組合とは…？
　企業組合又は、事業協同組合、商工組合及び商店街振興組合であって、構成員の4分の3以上が
小企業者（常時使用する従業員の数が5人（商業・サービス業は2人）以下の会社及び個人）で組織
される組合です。

①組合研究集会
　組合で実施する研修会を助成！
　小企業者組合が組織強化、運営の向上や組合
員事業の発展向上、経営の近代化などを目的と
して行う研修会に要する経費を対象として
●謝金など経費の2/3（上限100,000円）の助
　成を行います。
●対象4組合

②モデル組合
　教育情報提供事業、組合のパンフレット作
成費等を助成！
　小企業者組合が行う教育情報提供事業に要
する経費と成果普及事業(パンフレット作成等)
に要する経費を指定モデル組合に助成します。
●経費の2/3（上限200,000円）の助成を行い
　ます。
●対象1組合（選考会あり）
※なお、②モデル組合事業の募集については、8月末日ま
　でとさせていただきます。

●詳しくは中央会の組合担当者又は連携支援課まで
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今月号８面に掲載している「富士まで歩る講」に
私も参加しました。参加者同士、励まし助け合い
ながらの約120㎞。高校時代に置き忘れた“one 
for all、all for one”を思い出しました。一方、組合
運営にも相互扶助は然り。ちなみに、今年の中央
会のテーマは「恕(おもいやり)の心」です。

ご意見・ご要望は、中小企業タイムズ編集班まで

TEL 055-237-3215   
FAX 055-237-3216
E-mail webmaster@chuokai-yamanashi.or.jp

　
6
月
26
日
〜
30
日
、都
留
信
用
組
合

（
渡
邊
彬
理
事
会
長
）が
協
賛
す
る
、「
御

山
参
詣
〜
富
士
ま
で
歩
る
講
2
0
0
7
」

が
行
わ
れ
た
。こ
れ
は
、江
戸
庶
民
の「
富

士
講
」の
こ
こ
ろ
に
思
い
を
馳
せ
、「
富

士
山
道
」の
起
点
で
あ
る
東
京
日
本
橋

か
ら
富
士
山
登
山
道
の
起
点
で
あ
る
富

士
吉
田
市
ま
で
の
約
1
2
0
㎞
を
、同

行
す
る
講
師
の
方
々
か
ら
自
然
と
文
物

に
つ
い
て
学
び
、5
日
を
か
け
て
歩
き

通
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。今
回
は
特

別
に
中
央
会
か
ら
2
名
、こ
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。以
下

は
私
自
身
の
日
記
で
あ
る
。

▼
初
日

　
今
日
は
日
本
橋
か
ら
府
中
ま
で
の
約

30
㎞
。ス
タ
ー
ト
直
後
は
軽
快
だ
っ
た
。

新
宿
等
の
街
並
み
を
観
光
す
る
余
裕
す

ら
あ
っ
た
。お
昼
ま
で
は
…
。後
半
の
15

㎞
、こ
れ
が
非
常
に
つ
ら
か
っ
た
。足
の

裏
が
痛
く
な
り
、足
も
パ
ン
パ
ン
だ
。何

と
か
府
中
ま
で
着
い
た
。
今
日
は
ゆ
っ

く
り
休
も
う
。

▼
2
日
目

　
今
日
は
府
中
か
ら
相
模
湖
ま
で
の
約

30
㎞
。途
中
に
は
小
仏
峠
越
え
が
あ
る
。

日
差
し
が
強
い
中
、
ダ
ラ
ダ
ラ
続
く
上

り
坂
を
ク
リ
ア
し
、何
と
か
峠
ま
で
き
た
。

休
憩
後
、い
よ
い
よ
峠
へ
。登
り
は
意
外

と
楽
だ
っ
た
。し
か
し
、下
り
が
き
つ
い
。

疲
れ
た
足
に
む
ち
打
ち
、
下
り
な
の
で

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
な
が
ら
進
む
。
長
い

下
り
。い
つ
こ
の
下
り
が
終
わ
る
の
か
、

わ
か
ら
な
い
ま
ま
進
む
。
何
と
か
峠
を

越
え
た
。

▼
3
日
目

　
今
日
は
相
模
湖
か
ら
上

野
原
ま
で
の
約
25
㎞
。
今

日
は
朝
か
ら
お
腹
が
ピ
ー

ピ
ー
だ
。
そ
れ
で
も
歩
み

は
止
ま
ら
な
い
。
そ
の
時
、

昨
日
の
峠
越
え
で
左
膝
が

悲
鳴
を
あ
げ
た
。
午
前
中

は
そ
の
痛
み
と
の
勝
負
だ

っ
た
。
午
後
、
ピ
ー
ピ
ー
だ

っ
た
お
腹
が
暴
れ
出
し
た
。
お
昼
に
飲

ん
だ
下
痢
止
め
薬
が
効
か
な
い
。
ト
イ

レ
も
少
な
い
道
。
水
で
乾
い
た
体
を
潤

し
た
い
が
、
ト
イ
レ
の
こ
と
を
考
え
る

と
余
り
水
も
飲
め
な
い
。
の
ど
は
カ
ラ

カ
ラ
、
膝
は
痛
い
、
お
腹
は
ピ
ー
ピ
ー
。

最
悪
だ
。そ
れ
で
も
何
と
か
歩
き
き
っ
た
。

旅
館
に
着
い
て
、ト
イ
レ
に
直
行
し
た
。

▼
4
日
目

　
今
日
は
上
野
原
か
ら
西
桂
町
ま
で
の

約
25
㎞
。お
腹
は
治
っ
た
。今
日
は
軽
快

だ
。も
ち
ろ
ん
足
の
痛
み
も
あ
る
が
、腹

痛
が
無
い
こ
と
が
と
て
も
幸
せ
に
感
じ

る
。水
分
も
加
減
し
な
が
ら
取
り
、４
日

目
を
終
え
た
。
明
日
は
最
終
日
！
歩
き

き
っ
て
や
る
。

▼
5
日
目

　
今
日
は
西
桂
町
か
ら
ゴ
ー
ル
、
北
口

本
宮
富
士
浅
間
神
社
ま
で
の
約
10
㎞
。

今
日
は
声
援
が
多
く
聞
か
れ
る
。
そ
れ

も
そ
の
は
ず
。い
よ
い
よ
富
士
講
の
地
元
、

富
士
吉
田
だ
。
休
憩
所
で
の
お
も
て
な

し
も
今
ま
で
以
上
に
す
ば
ら
し
い
。
そ

れ
に
つ
ら
れ
て
、
つ
い
つ
い
水
分
を
取

り
す
ぎ
て
…
お
腹
ピ
ー
ピ
ー
に
。
今
日

は
我
慢
が
効
か
な
い
…
し
か
も
ト
イ
レ

も
な
い
。
困
っ
た
私
は
民
家
へ
…
住
民

の
方
は
快
く
ト
イ
レ
を
貸
し
て
く
れ
た
。

あ
り
が
と
う
…
助
か
っ
た
。あ
り
が
と
う
。

昼
は
吉
田
の
う
ど
ん
を
頂
き
、
い
よ
い

よ
ゴ
ー
ル
！
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
が
、
本

当
に
い
い
経
験
を
さ
せ
て
頂
い
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
旅
を
終
え
て

　
今
回
の
旅
を
通
じ
て
、
私
は
様
々
な

人
に
助
け
ら
れ
た
。
足
が
痛
く
な
っ
た

と
き
に
は
、
参
加
者
の
方
々
に
薬
を
頂

い
た
り
、テ
ー
ピ
ン
グ
を
し
て
頂
い
た
り
。

お
腹
が
痛
い
と
き
に
は
、
都
留
信
用
組

合
の
方
々
に
助
け
て
頂
い
た
り
、
励
ま

し
て
頂
い
た
り
。
歩
行
エ
リ
ア
の
付
近

の
住
民
の
方
々
に
は
ト
イ
レ
を
貸
し
て

頂
い
た
り
、雨
宿
り
を
さ
せ
て
頂
い
た
り
。

そ
の
他
に
も
言
い
切
れ
な
い
ほ
ど
、
た

く
さ
ん
の
方
々
に
助
け
て
頂
い
た
。
こ

の
旅
に
関
わ
っ
た
全
て
の
方
々
に
感
謝

し
た
い
と
思
う
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

建ち並ぶ高層ビルの中を歩く一行

ルート途中には各地域の名所がある

sバザールコーナー（組合員等による出店）
日用品雑貨・家庭用品・靴・スニーカー・パン・和洋菓子・
バック・文具製品・傘・子供服・アクセサリー等　多数！

s飲食コーナー（組合員等による出店）
やきそば・やきとり・かき氷・うどん・フランクフルト等

sフリーマーケット
sイベント
大なわとび大会・田富保育園マーチング・田富中学校吹
奏楽・電気機関車・ふわふわ遊具等

s大ビンゴ大会（豪華賞品多数）
sVF甲府サイン大会
s働く車大集合
パトカー・白バイ・消防車・ポンプ車・救急車・シートベ
ルト体験車・ショベルカー・クレーン車（予定）

問い合わせ　協同組合山梨県流通センター　1055-273-4711（窪田）

日時 内容

場所

平成19年

9月8日（土）
午前9時～午後4時30分

協同組合山梨流通センター
流通会館、流通公園

流通会館周辺、

中央市オギノリバーシティさんの南側


